
唯一無二の鱗模様を、その一枚に。

ペルー産ピラルクー（パイチェ）革

世界最大級の淡水魚が生み出す、美しさと存在感。

ピラルクーは、

ペルーでは「パイチェ」と呼ばれ、

アマゾン地域で古くから食用として

親しまれてきた世界最大級の淡水魚

です。

皮は、

皮付きのまま焼いて食べられるほど

おいしいことでも知られています。

一方で、

その皮をなめして染色することで、

美しい鱗模様を持つ

高級レザーとして利用されています。

一枚一枚異なる鱗模様を持ち、

同じものは二つとありません。

立体感のある大きな鱗模様は

存在感に優れ、財布やバッグ、

靴など、世界中の高級レザー製品に

使用されています。

ピラルクー
（パイチェ） 革とは

ピラルクーは、

ワシントン条約（CITES）の

対象種です。

そのため、国際取引を行うには、

CITES の条件を満たす必要が

あります。

その条件の一つが、

完全養殖個体であることです。

AIPE では、輸出する

すべてのピラルクーに

完全養殖個体を使用し、

CITES の正式な輸出手続きを経て

世界各国へ輸出しています。

ワシントン条約

（CITES） について

一般的な革では、

クロムなどを使用した

クロムなめしが広く行われています。

一方、AIPE では、

植物由来のタンニンを使用した

植物タンニンなめしを採用して

います。

植物タンニンなめしは、

クロムなめしに比べて時間を

要しますが、クロムなどの

化学薬品を使用しないため、

環境への負荷を抑えられることが

特長です。ペルーでも、

パイチェ革の植物タンニンなめしは

環境に配慮した製法として

研究・普及が進められています。

なめし後は用途に応じて染色を行い、

自然な風合いと美しい鱗模様を

生かした革へと仕上げています。

植物タンニンによる

なめし

AIPE では、ペルーで

次の工程まで一貫して

対応しています。

・身の削ぎ

・塩漬け

・洗浄（次亜塩素酸ナトリウムによる殺菌）

・乾燥

・植物タンニンによるなめし

・染色

・加脂

・染め上げ

原皮の加工から染め上げまで

一貫した品質管理を行うことで、

安定した品質のピラルクー革を

提供しています。

AIPE の加工工程

ピラルクー革は、

その特徴的な鱗模様を生かし、

さまざまな製品に利用されています。

　　　　・バッグ

　　　　・財布

　　　　・名刺入れ

　　　　・キーケース

　　　　・ベルト

　　　　・靴

　　　　・スマートフォンケース

　　　　・時計ベルト

　　　　・各種レザー小物

美しい鱗模様と存在感を兼ね備えた

ピラルクー革は、

高級ブランドからオーダーメイドまで

幅広いレザー製品に使用されており、

世界中で高く評価されています。

幅広い用途
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